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				■[image: latex_inline.eps]の誕生

				 高性能組版言語である[image: latex_inline.eps] は，もともとStanford大学のDonald E. Knuth教授が開発し，無料で公開した[image: tex_inline.eps] にはじまります。[image: tex_inline.eps] は「テフ」もしくは「テック」と呼びます。
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				Donald Ervin Knuth, 1938年1月10日生まれ

				 Knuth教授は数学とコンピュータサイエンスが専門で，70年代の中ごろに『The Art of Computer Programming』という本を出版しようとしました。当時は活版印刷からコンピュータ組版に移り変わる時期でした。熟練した組版職人を確保することができず，かといってコンピュータ組版の質は低く，教授はその仕上がりに満足できませんでした。

				 Knuth教授は本の刊行をいったんストップし，美しい組版ができるレイアウトソフトウェアの開発に取り掛かりました。こうしてできあがったのが[image: tex_inline.eps]です。教授は単に組版ソフトウェアを作るだけでなく，フォントを自分で作るためのMFも開発し，Computer Modernというフォント集をリリースするなど，印刷に必要な環境を自分で用意しました。

				 Knuth教授が開発し，『The TeX book』や『The Art of Computer Programming』の出版に使ったのはオリジナルの[image: tex_inline.eps]，裸の[image: tex_inline.eps]に基本的なマクロ集であるplain[image: tex_inline.eps]マクロパッケージを組み合わせたものでした。plain[image: tex_inline.eps]は高度な基本機能を備えているものの，あまり直感的とは言えず，一般の人が使うには敷居が高いものでした。

				 そこで[image: tex_inline.eps]をもっと使いやすいものにするため，コンピュータ技術者のLeslie Lamport氏が[image: latex_inline.eps]（「ラテフ」または「ラテック」と呼びます）というマクロパッケージを開発し，公開しました。[image: latex_inline.eps]には通常のレポートや本，手紙などを作るのに必要な命令が用意されており，簡単にレイアウトすることができます。現在では[image: tex_inline.eps]といえば[image: latex_inline.eps]を指すことが多くなっています。

				 元の[image: tex_inline.eps]は1990年，Knuth教授によって最終版である[image: tex_inline.eps]第3.1版がリリースされて機能がフィックスしました。一方，[image: latex_inline.eps]は1993年，[image: latex_inline.eps]3プロジェクトチームによって大幅な改良を加えられた[image: latex_inline.eps]eへと発展しました。本書ではこの[image: latex_inline.eps]eを紹介しています。

				LaTeXの得意なこと，不得意なこと

				 LaTeXは文字テキスト中に制御命令を埋め込んでレイアウトしていくマークアップ方式の組版言語です。マークアップ言語というとWebページの記述に使われるHTML（Hyper Text Markup Language）がよく知られています。それと同様にLaTeXもソースファイルはテキストと制御命令が入り混じった状態になっており，これをLaTeXプログラムで処理し，画面やプリンタに出力してはじめてレイアウト結果が分かります。

				 Microsoft Wordや一太郎，QuarkXPress，InDesignといったワードプロセッサやDTPソフトのように，画面上で文字やグラフィックをマウスで動かしてレイアウトし，それがそのまま出力になるWYSIWYG（What You See Is What You Get：表示されたとおりに出力される）とはかなり毛色が違っています。画面上でレイアウトを確認しながら直感的に操作することができないため，一般の人にはとっつきにくいところがあります。ビジュアル雑誌のように，写真と文字が複雑に組み合わさったものをレイアウトするのは不得意です。

				 しかし，LaTeXには他の組版ソフトにない優れた機能があります。


					文書の論理構造とレイアウトを切り離して執筆できる

					数式や表組みが容易にできる

					章番号や図版番号との自動対応，脚注，参考文献リスト，索引などを自動的に処理できる

					多様な言語に対応しており，伝統的な組版の規則を実現している

					各種のフォントが利用できる

					UNIX，Windows，Macintoshなどさまざまな環境で利用できる

					ソースファイル，出力ファイルとも機種を問わず互換性がある

					インクジェットプリンタから写植機まで，同じレイアウトで出力できる

					無料か，安価に入手できる



				 特に1～4などは科学技術系の文書を書くのに特に便利な機能でしょう。

				 文章を書いているとき，現在の見出しが第何章であるか，図版や表の番号が何番であるかといったことをいちいち考える必要はありません。 見出しのサイズやフォントをどうしようかということも悩まなくていいのです。

				 とにかく文書としての論理的な流れだけをしっかりと組み立て，それに従って書き進めていけばいいのです。LaTeXが自動的に管理してくれます。章の順番，図版の順番を入れ替えても，勝手に番号が振られます。

				 また，数学者であるKnuth教授が自らの著書を組版するために開発した言語ですから，LaTeXによって組まれる数式の美しさは群を抜いています。

				[image: shrodinger.eps]

				このような数式が簡単に書けてしまいます。

				 AMS（American Mathematical Society：アメリカ数学会）ではTeXを標準の組版システムとして採用し，AmSTeXやAmS-LaTeXといった数式処理を強化したマクロパッケージ，ドイツ文字などを含む数学用フォントを集めたAMSFontsを提供しています。

				 AMSに限らず，国内・海外の多くの学会でLaTeXを論文投稿の標準フォーマットとしています。学会によっては専用のスタイルファイルというのを用意してあるところもあります。その場合は専用スタイルファイルをWebサイトからダウンロードするなどして入手し，使うようにしましょう。

				LaTeXと英文組版

				 組版という言葉は一般の人には馴染みがないかもしれませんが，文字や図版をきれいに，読みやすく，指定したフォントやスペースで配置して紙面を作る作業のことです。

				 それぞれの言語において，独自の組版ルールが存在します。英文には英文の，和文には和文の組版ルールがあります。これはもともと活字印刷の世界で作られてきたルールで，今でも美しく，読みやすい文字の並べ方として使われています。LaTeXはそのルールに従って組版してくれます。

				 LaTeXが準拠する英文組版ルールは以下のようなものです。

				カーニング（kerning：字詰め）アルファベットは1文字ごとに横幅が異なっています。文字の上と下でも幅が違うものもあります。たとえばAという文字は下が広く，上が狭くなっています。逆にWという文字は上が広く，下が狭くなっています。これをそのままA{}Wと並べると美しくありません。AWというように間を調整してやるのがカーニングです。この他，To，Yiなどでカーニングが行われます。LaTeXはこのカーニングを自動的に処理してくれます。

				リガチャ （ligature：合字）いくつかの小文字については，次にくる文字によってひとかたまりにくっつけた字体を使うものがあります。たとえばf{}i，f{}f，f{}f{}i，f{}lなどはfi，ff，ffi，flとなります。iの上の点がなくなったり，fの横棒がつながっています。これがリガチャで，LaTeXはリガチャに対応しています。

				item ハイフネーション 欧文で文章を書いていると，単語の途中で改行しなければならないことが出てきます。基本的には文字間，単語間のスペースを調整してハイフネーションを避けるのですが，逆に空白が多くなりすぎたりしてハイフネーションしなければ収まらないこともあります。欧文単語は歴史的にハイフネーションをしていい場所というのが決まっています。ハイフネーションの場所によって意味が違ってしまうことすらあるのです。

				 『The TeX Book』には，'therapists who preached on weeknights'「週末の夜に伝道するセラピスト」が'the-rapists who pre-ached onweek-nights'では「騎士にウーと強姦者」という意味になってしまうというジョークが載っています。また，recordという単語は名詞の場合はrec-ordとハイフネーシされますが，動詞の場合はre-cordとなります。まったくもってややこしい話です。LaTeXは強力なハイフネーション辞書を搭載しており，かなり正確にハイフネーションしてくれます。また，ハイフネーション規則は米語と英語で違いがあり，複数のハイフネーション辞書を切り替えることもできます。

				LaTeX と日本語

				 もともとLaTeXは英語用に開発されましたが，ソースコードが公開されていたこともあり，かなり早い時期から日本語に対応したものが開発されました。主なものとしては株式会社アスキーのpTeX（日本語\TeX ）とNTTのNTT jTeXがあります。

				 本書ではpTeXを元に解説しています。

				 日本語対応といった場合，単に日本語が表示できるというだけでは役に立ちません。日本語には日本語特有の組版規則があります。

				行頭禁則 促音：っ 拗音：ぁぃぅぇぉゃゅょ 長音：ー 閉じ括弧類：） 」 』など 中黒：・ 疑問符：？ などが行頭に来てはいけない。

				行末禁則 開き括弧類：（ 「 『 などが行末に来てはいけない。

				 また，段落の最後の行が「だ。」のように1文字だけで終わるのは見苦しいし，促音や拗音が続いた時には多少間隔を詰めたほうが見栄えがよくなります。

				 pTeXのpはpublishingのp，出版社であるアスキーが自社の出版物に使えるものを目指して開発しただけあり，LaTeXの英文組版機能はそのままに，日本語特有の禁則処理を盛り込み，縦書きにも対応しています。

				以下に縦書きの例を示します。

			

			
				 春は曙。やうやう白くな（り）ゆ（く）。山ぎはすこし明かりて、紫だちたる雲の細くたなび

				 きたる。

				 夏は夜。月の頃はさらなり。闇もなお、蛍の多く飛（び）ちがひたる。また、

				 ただ一二 など、ほのかにうち光りて行（く）もをかし。雨など降るも、をかし。

				 秋は夕暮。夕日のさして、山の端いと近うなりたるに、烏の寝所へ行（く）と

				て、三四、二三など、飛び急ぐさへ、あはれなり。まいて雁などのつらねたるが、

				いとちひさく見ゆるは、いとをかし。日入（り）はてて、風の音、虫の音など、

				はた、言ふべきにあらず。

				 冬はつとめて。雪の振りたるは言ふべきにもあらず、霜のいと白きも、またさら

				でも、いと寒きに、火など急ぎおこして、炭持てわたるも、いとつきづきし。

				昼にな（り）て、ゆるくゆるびもていけば、火桶の火も白き灰がちになりて、わろし。

				 清少納言 『枕草子』

				未だ宵ながら松立てる門は一様に鎖籠めて、真直に長く東より西に横はれる大道は掃きたるやうに物の影を留めず、いと寂くも往来の絶えたるに、例ならず繁き車輪の轢は、或は忙かりし、或は飲過ぎし年賀の帰来なるべく、疎に寄する獅子太鼓の遠響は、はや今日に尽きぬる三箇日を惜むが如く、其の哀切に小き腸は絶れぬべし。

				尾崎紅葉 『金色夜叉』

			

		

	